














































































































第２回 2010年 12月  国際化する大学と安全保障上の管理事務問題について
第３回 2011年２月  輸出管理体制の構築までの道のりと今後の課題
第４回 2011年７月  大学における技術の提供の管理
第５回 2012年２月  大学における技術の提供の管理②〜外国人研究者・外国人留学生の管理〜
第６回 2012年８月  『基礎科学分野の研究活動』と『Fundamental Research』
第７回 2013年５月  『大学の安全保障輸出管理実務に関する検討会』の報告
第８回 2013年12月  『大学に係る安全保障輸出管理行政に関する包括的改善要望書』について
第９回 2014年８月  大学における技術管理について
第10回 2015年９月  これからの大学輸出管理
第11回 2016年３月  輸出管理の周知・広報活動のツールについて
第12回 2016年８月  大学安全保障輸出管理のいま
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性化に大きく貢献することが期待されます。ネット
ワーク間の相互交流や情報交換など今までにない新
たな効果が期待されます。また、佐藤先生の指摘の
ように、このような各地域における大学関係者の活
動が、全国規模の行事である「輸出管理DAY for 
ACADEMIA」の更なる進展につながることを期待
しています。
５．おわりに
【中田】　地域大学ネットワークの活動を通じて、輸
出管理の課題や実践経験の交流、輸出管理（外為
法）の専門家でない担当者が教員に寄り添い輸出管
理を行えるための取り組み方法や、担当者が解決で
きない場合の地域大学ネットワークでの連携や他の
外部機関の活用など解決の糸口や知識・経験の共有
が進展していることが分かりました。佐藤先生から
説明頂いた「輸出管理DAY for ACADEMIA」は
年々イベントの内容が充実して来ており、地域大学
ネットワークの活動とともに有用で貴重な活動で
す。
　また、文部科学省と経済産業省は継続的に「大学
等向け安全保障貿易管理説明会」を開催されておら
れ、さらに2017年度に経済産業省では「安全保障貿
易自主管理促進事業」として、大学等における安全
保障貿易管理体制の構築・運用を目的としてアドバ
イザー派遣事業を実施されておられます。輸出管理
体制未構築の大学等において体制構築を実現し、管
理体制構築済みの大学等においては、より一層、厳
格な管理の実現が期待されています。
　これまで、輸出管理への取り組みの必要性は認識
しつつも独力のみでは体制構築が難しかった大学等
においても、地域大学ネットワーク等の大学相互の
自助支援ネットワークや経済産業省のアドバイザー
派遣事業等を活用して実現するアプローチが開けて
きています。このような動向を踏まえつつ、輸出管
理の専門家でない大学の事務担当者の方による輸出
管理の実践に地域大学ネットワークの活動がさらに
寄与できればと存じます。各地域大学ネットワーク
のご説明を頂きました皆様に感謝し、このような機
会を設けていただきました一般財団法人安全保障貿
易情報センター殿に御礼申し上げます。
